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日本地球惑星科学連合 2022年大会（Japan 
Geoscience Union Meeting 2022）は 2022 年 5
月 22日（日）～ 6月 3日（金）の 13日間（ハ
イブリッド期間は 5月 22日～ 27日、オンライ
ンポスターセッション期間：5月 29日～ 6月 3
日）に開催された。ハイブリッドは現地とオン

ラインの同時進行形式である。現地会場は、ひ

さしぶりに幕張メッセ国際会議場と国際展示場

ホール 8を使用した。主催は日本地球惑星科学
連合（JpGU）、後援は 32団体、協賛は 7団体、
賛助会員は 11団体という大規模な大会である。
開催セッション数は 2021年とほぼ同数の

224で、学際・広領域セッションが 48と増加
している。発表論文数は 3808件（口頭：2083件、
ポスター：1725件）であった。参加登録者数
は 6789名で、うち現地来場者数は 3152名で
あった。

科学論セッション（地球科学の科学史・科学

哲学・科学技術社会論）は、15年目を迎え、
今回は本報告の著者 4名をコンビーナとして提
案し採択された。発表者の複数発表が許容され

たことから、望月勝海日記のプロジェクト研究

で複数発表を申し込んだ。その結果、5月 27
日（金）9:00～ 10:30に幕張メッセ国際会議場
101号室で 6件の口頭発表をハイブリッドで行
い、また、5月 29日（日）11:00 ～ 13:00、2件
のポスター発表をオンラインで行った。発表内

容は以下の通りである。

青木滋之「強い人間原理と複数世界論」（口

頭）：強い人間原理とは、「宇宙において観測が

可能な時間と場所に人間（知性）が存在する」

という弱い人間原理とは異なり、観測主体であ

る人間（知性）が宇宙の性質を決定することを

主張している。複数世界論の登場により、人間

原理から観測主体原理へと、汎用的原理へと拡

張していかなければならない。

山本 哲「住友別子鉱業所における気象事業」
（口頭）：住友別子鉱業所で行われた気象事業に

ついて資料を調査した。1898年に気象事業が
開始されたが、今のところ動機は不明である。

鉱業所は推定人口数万の一大都市であり、基礎

的インフラとしての役割が大きかったように見

える。煙害対策に活用する試みは後年行われた

が効果は限定的であったと考えられる。中央気

象台の記録で気象事業が「廃止」された 1935
年以降も戦後まで活動は一部継続した。

矢島道子「ジオ鉄の先駆・脇水鉄五郎（1867–
1942）」（口頭）：脇水鉄五郎は、地質学会会長
にも任じられたが、あまりその業績は知られて

いない。地質関係の天然記念物制定に尽力し、

また、『車窓から観た自然界』の著書で、一般

の人の地質学の関心を高めた。現在の「ジオ鉄」

の先駆といえよう。

以下は、望月勝海日記研究プロジェクトにか

かわる発表内容である。

山田俊弘「20世紀〈地学〉史を読み直す―
―地学者望月勝海の日記の科学史・教育史的研

究」（ポスター）：本研究プロジェクトは、地質
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学者の望月勝海（1905–1963）が残した 48年間
に及ぶ日記、計 57巻の通読を通して、1） 地学
思想史：望月独自の地体構造論と学派の生成、

2） 地質学と地理学の相互関係：地理学の学識
も深かった望月における総合のあり方、3) 教
育史：とくに戦中から戦後にかけての、人文地

理学を含んだ教育の様相と教育改革、4） 研究
者のライフヒストリー：戦争を挟んだ個人史の

大学史・文化史上の意味を明らかにしようとし

た。4者による共同研究は、修学時代：1915–
1928（矢島道子）、金沢四高時代：1928–1941（須
貝俊彦）、静高時代：1941–1951（山田俊弘）、
静大時代：1951–1963（島津俊之）の分担とした。
矢島道子「望月勝海（1905–1963）が選んだ
地学への道（望月勝海日記通読計画）」（口頭）：

望月は当初医者志望だったが旧制水戸高等学校

から東京帝国大学地質学科に進学した。在学時

にはウェゲナーの『大陸と海洋の起源』を読ん

でいる。のちに上海自然科学研究所で地球化学

を研究した岡田家武（1904–1970）との交流も
注目される。

須貝俊彦「日記に残された旧制第四高校での

教育研究と東アジア調査旅行にみる地理学者望

月勝海」（ポスター）：講義・教科書出版，論文・

書評発表，辻村・大塚らとの交流，野外調査の

記録を基に，四高時代の望月の広範な活動を紹

介した。とくに 104頁に及ぶ 1938年大陸旅行
日記の 50を超えるスケッチを自然・文化・複
合景観に分類し，時系列で示した。文理にまた

がる俯瞰的視点，科学的精神，絵心，文才，地

図好きな性格が浮彫りになった。

山田俊弘「望月勝海と地学史記述――1940
年代の科学史への関心を考慮して」（口頭）：望

月による 1940年代の科学史研究へのかかわり
について、日本科学史学会の企画「科学史辞典」

（河出書房）の地質学史関係項目への寄与と『日

本地学史』（1948）執筆にいたるまでの経緯を
日記の記述から掘り起こし、とくに地体構造論

史への関心を指摘した。

島津俊之「アジア太平洋戦争終結前後におけ

る望月勝海の地理学への「転向」」（口頭）：望

月勝海の戦時中の日記や講義ノート等の記述を

手掛かりに，地質学から地理学への「転向」と

彼自身が表現したところの，終戦前後の彼の学

的振舞いとその帰結について考察した。現在主

義的観点からは，望月の振舞いは「転向」とい

うより「複線展開」というべきものであること

が明らかになった。

なお、本セッションには他に次の投稿がなさ

れ採択したが、発表は行われなかった。Ajaya 
Shrestha、Rabin Raj Niraula, “Soil Erosion in 
Gandaki Province, Identifying The Most Sensi-
tive Watersheds”.
規模の大きな大会とそのなかの小さなセッ

ションの動向を簡単に対比してまとめることは

不可能だが、一つの傾向として研究や教育の

「主体性 subjectivity」の観点を挙げることがで
きそうである。アプローチは様々とはいえ、

テーマとして散見される自然災害やいわゆる

「人新世」にかかわる問題は、自然における人

間の位置の検討を無視できない。青木報告が提

起する「観測主体原理」は、宇宙論だけでなく、

気象観測（山本報告）や車窓風景（矢島報告）

でも考慮すべき要素であり、山田らの報告に見

られるエゴヒストリーとしての科学者の日記研

究は研究主体・教育主体のあり方を浮き彫りに

していた。今回、須貝報告・島津報告において

地理学の問題が集中的に扱われたのは、こうし

た点からも重要で印象深いところであった。

昨年は完全オンライン方式だったので、今年

は通常発表形式への過渡期と言えようか。口頭

発表では、会場にいた人は瞬間 7–10名（スタッ
フの人を除く）で、もちろん出入りがあり、正

確な延べ人数はわからないが。20名弱くらい
であろうか。オンラインの参加者数は瞬間で

30名前後、のべ人数 50名弱だった。オンライ
ンポスターは発表者とコンビーナ以外の参加は

わずかであった。科学史学会年会の開催中で

あったが、双方オンラインのため大きな支障な

かった。


